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平
成
三
十
年
度

治
山
林
道
事
業
の
予
算
の
執
行
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共

　

平
成
三
十
年
度
政
府
予
算
に
お
け
る
「
林
野
公
共

予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
当
初

予
算
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
当
初

予
算
と
同
額
の
一
、八
〇
〇
億
円
が
認
め
ら
れ
て
お

予
算
と
同
額
の
一
、八
〇
〇
億
円
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ

り
、
こ
れ
に
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
を
合
わ
せ

ま
す
と
、
平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
の
一
一
八
％

ま
す
と
、
平
成
二
十
九
年
度
当
初
予
算
の
一
一
八
％

に
相
当
す
る
二
、一
二
〇
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

に
相
当
す
る
二
、一
二
〇
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

    

ま
た
、
県
の
平
成
三
十
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し

ま
た
、
県
の
平
成
三
十
年
度
当
初
予
算
に
お
き
ま
し

て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た

て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た

「
十
四
ヶ
月
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
、「
南
海
ト
ラ

「
十
四
ヶ
月
予
算
」
と
し
て
位
置
付
け
、「
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
」、「
台

フ
巨
大
地
震
や
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震
」、「
台

風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
」
に
対
す
る
「
県
土

風
や
線
状
降
水
帯
に
よ
る
豪
雨
」
に
対
す
る
「
県
土

強
靱
化
の
加
速
」
や
「
県
産
材
生
産
量
増
産
に
よ
る

強
靱
化
の
加
速
」
や
「
県
産
材
生
産
量
増
産
に
よ
る

競
争
力
強
化
に
向
け
た
林
内
路
網
整
備
の
推
進
」
な

競
争
力
強
化
に
向
け
た
林
内
路
網
整
備
の
推
進
」
な

ど
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
今

ど
を
実
現
す
る
た
め
の
予
算
を
編
成
し
て
お
り
、
今

後
と
も
国
の
補
助
金
や
交
付
金
の
確
保
に
努
め
、
中

後
と
も
国
の
補
助
金
や
交
付
金
の
確
保
に
努
め
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
治
山
・
林
道
事
業
を
積
極
的
か

山
間
地
域
に
お
け
る
治
山
・
林
道
事
業
を
積
極
的
か

つ
切
れ
目
な
く
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
強
靱
で
活

つ
切
れ
目
な
く
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
強
靱
で
活

力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
地
域
の
創
出
」
に

力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
農
山
漁
村
地
域
の
創
出
」
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

一
　
治
山
事
業
に
つ
い
て

　

治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん
養
、
生
活

　

治
山
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
水
源
の
か
ん
養
、
生
活

環
境
の
保
全
な
ど
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

環
境
の
保
全
な
ど
の
様
々
な
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
図
る
と
と
も
に
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民

を
図
る
と
と
も
に
、
山
地
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
県
民

の
生
命
、財
産
を
守
る
県
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、

の
生
命
、財
産
を
守
る
県
土
保
全
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、

中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図

中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
を
図

り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
不

り
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
実
現
す
る
う
え
で
必
要
不

可
欠
な
事
業
で
す
。

可
欠
な
事
業
で
す
。

　

こ
の
た
め
県
の「
十
四
ヶ
月
予
算
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

こ
の
た
め
県
の「
十
四
ヶ
月
予
算
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

山
地
治
山
事
業
で
十
八
億
四
千
九
百
六
十
一
万
七
千
円
、

山
地
治
山
事
業
で
十
八
億
四
千
九
百
六
十
一
万
七
千
円
、

水
源
地
域
整
備
事
業
で
二
億
六
千
七
百
五
十
万
円
、
保

水
源
地
域
整
備
事
業
で
二
億
六
千
七
百
五
十
万
円
、
保

安
林
整
備
事
業
で
六
千
六
百
七
十
一
万
円
、
地
す
べ
り

安
林
整
備
事
業
で
六
千
六
百
七
十
一
万
円
、
地
す
べ
り

防
止
事
業
で
二
億
六
千
三
十
九
万
六
千
円
で
、
対
前
年

防
止
事
業
で
二
億
六
千
三
十
九
万
六
千
円
で
、
対
前
年

当
初
比
一
四
二
・
〇
％
の
執
行
を
予
定
し
て
お
り
、
な
か

当
初
比
一
四
二
・
〇
％
の
執
行
を
予
定
し
て
お
り
、
な
か

で
も
国
の
「
九
州
北
部
豪
雨
等
を
踏
ま
え
た
流
木
災
害

で
も
国
の
「
九
州
北
部
豪
雨
等
を
踏
ま
え
た
流
木
災
害

防
止
緊
急
治
山
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
流
木
対

防
止
緊
急
治
山
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
流
木
対

策
を
推
進
す
る
な
ど
、「
事
前
防
災
・
減
災
対
策
」
の
更

策
を
推
進
す
る
な
ど
、「
事
前
防
災
・
減
災
対
策
」
の
更

な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
る
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
に
つ
い
て
は
、

　

な
お
、
事
業
別
の
箇
所
数
、
予
算
額
に
つ
い
て
は
、

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

二
　
林
道
事
業
に
つ
い
て

　

林
道
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や

　

林
道
事
業
は
、
森
林
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
や

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
整

中
山
間
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
重
要
な
基
盤
整

備
事
業
で
す
。
な
か
で
も
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
県
が

備
事
業
で
す
。
な
か
で
も
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
県
が

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す「
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
は
「
林
道
を
核
と
す
る
複

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
は
「
林
道
を
核
と
す
る
複

合
的
な
林
内
路
網
の
整
備
推
進
」が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

合
的
な
林
内
路
網
の
整
備
推
進
」が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
産
業
道
路
と
し
て
の
機
能

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
産
業
道
路
と
し
て
の
機
能

の
み
な
ら
ず
、「
災
害
時
の
緊
急
避
難
路
や
迂
回
路
」
と

の
み
な
ら
ず
、「
災
害
時
の
緊
急
避
難
路
や
迂
回
路
」
と

し
て
の
機
能
や
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
を
は
じ
め
と
す
る

し
て
の
機
能
や
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
を
は
じ
め
と
す
る

中
山
間
地
域
の
交
流
人
口
増
大
の
た
め
の
道
路
と
し
て

中
山
間
地
域
の
交
流
人
口
増
大
の
た
め
の
道
路
と
し
て

も
今
後
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
今
後
益
々
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
県
の「
十
四
ヶ
月
予
算
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

　

こ
の
た
め
県
の「
十
四
ヶ
月
予
算
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
十
六
億
二
千
九
百
十
六
万
円
で
、
対
前
年
当
初
比

二
十
六
億
二
千
九
百
十
六
万
円
で
、
対
前
年
当
初
比

一
〇
八
・
九
％
の
執
行
を
予
定
し
て
お
り
、
な
か
で
も
平

一
〇
八
・
九
％
の
執
行
を
予
定
し
て
お
り
、
な
か
で
も
平

成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
よ
り
、
森
林
資
源
が
充
実
し

成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
よ
り
、
森
林
資
源
が
充
実
し

た
区
域
に
お
け
る
幹
線
道
路
整
備
を
推
進
す
る
「
森
林

た
区
域
に
お
け
る
幹
線
道
路
整
備
を
推
進
す
る
「
森
林

資
源
循
環
利
用
林
道
整
備
事
業
」
が
新
設
さ
れ
、
補
正
・

資
源
循
環
利
用
林
道
整
備
事
業
」
が
新
設
さ
れ
、
補
正
・

当
初
合
わ
せ
て
五
路
線
で
の
実
施
が
決
定
し
て
い
る
と

当
初
合
わ
せ
て
五
路
線
で
の
実
施
が
決
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
ろ
で
す
。

    

な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予

な
お
、
事
業
別
・
県
営
・
市
町
村
営
別
の
路
線
数
、
予

算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



平成30年度　治　山　事　業

平成30年度　林　道　事　業

区　　　分
29年度当初

14ヶ月予算 当初予算
対比 備考29年度補正 30年度当初 対比

事業費（A） 箇所数 事業費（B）箇所数 事業費（C）（B＋C）/A C／ A

治山事業 1,467,532 13 676,000 47 1,507,827 148.8％ 102.7％
山地治山 1,268,820 13 676,000 30 1,173,617 145.8％ 92.5％
復旧治山 790,161 12 644,000 18 758,503 177.5％ 96.0％

予防治山 332,354 9 310,300 93.4％ 93.4％

緊急予防治山 146,305 1 32,000 2 52,407 57.7％ 35.8％

緊急総合治山 － 1 52,407 皆増 皆増

水源地域整備 173,819 7 267,500 153.9％ 153.9％
水源森林再生対策

奥地保安林保全緊急対策 173,819 7 267,500 153.9％ 153.9％

水源の里保全緊急整備

保安林整備 24,893 10 66,710 268.0％ 268.0％
保安林改良 24,893 10 66,710 268.0％ 268.0％

保育

林野地すべり防止事業 253,998 5 260,396 102.5％ 102.5％
地すべり防止 253,998 5 260,396 102.5％ 102.5％

計 1,721,530 13 676,000 52 1,768,223 142.0％ 102.7％

（単位：千円）

（単位：千円）

区　　　分 29年度当初
事業費（A）

14ヶ月予算 当初予算
対比 備　考29年度補正 30年度当初 対比

路線数 事業費（B）路線数 事業費（C）（B＋C）/A C／ A
森林基盤整備事業 2,414,605 3 144,350 62 2,484,810 108.9％ 102.9％

県営事業 1,420,525 3 144,350 19 1,497,850 115.6％ 105.4％
地方創生推進交付金 1,356,375 14 1,178,050 86.9％ 86.9％
農山漁村地域整備交付金 64,150 1 21,600 33.7％ 33.7％
森林環境保全整備事業（公共） － 3 144,350 4 298,200 0.0％ 0.0％

森林資源循環利用林道整備事業 － 3 144,350 4 298,200 皆増 皆増

市町村事業 994,080 43 986,960 99.3％ 99.3％
地方創生推進交付金 724,680 33 706,160 97.4％ 97.4％
農山漁村地域整備交付金 150,900 4 86,400 57.3％ 57.3％
森林環境保全整備事業（公共） 118,500 6 194,400 164.1％ 164.1％
森林資源循環利用道整備事業 － 1 32,400 皆増 皆増
林業専用道整備事業 118,500 5 162,000 136.7％ 136.7％

合　　　計 2,414,605 3 144,350 62 2,484,810 108.9％ 102.9％

（注）１．平成30年度当初予算は、国の内示により変動する。

（注）１．平成30年度当初予算は国の内示により変動する。
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陽
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
繁
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
農
林
水
産
部

長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

治
山
林
道
事
業
は
も
と
よ
り
、
本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
り

ま
す
農
林
水
産
業
の
発
展
と
競
争
力
強
化
に
向
け
、
努
力
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
が
全
国
的
な
課
題
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
中
、
徳
島
県
に
お
い
て
も
「
人
口

減
少
・
超
高
齢
化
社
会
」
の
到
来
が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
克
服
し
、国
が
目
指
す
「
一
億
総
活
躍
社
会
」

の
実
現
に
つ
な
げ
る
た
め
、
本
県
で
は
、
平
成
二
十
七
年
度

に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
「
vs
東
京
『
と
く
し
ま
回
帰
』

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
の
克
服
と
東
京
一
極
集

中
の
是
正
を
核
と
し
た
「
地
方
創
生
」
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
展
開
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
戦
略
も
策
定
か
ら
四
年
目
を
迎
え
、
本
年
は
こ
れ
ま
で

展
開
し
て
き
た
取
組
み
の
成
果
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
年

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
予
算
に
つ
い
て

国
の
前
年
度
補
正
予
算
も
最
大
限
に
活
用
し
、
二
月
補
正
と

合
わ
せ
て
十
四
か
月
間
、
迅
速
か
つ
切
れ
目
の
な
い
「『
と

く
し
ま
地
方
創
生
・
実
感
』
予
算
」
と
し
て
策
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

具
体
的
に
は
、

・
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
の
応
援
、
農
林
水
産
分
野
の

輸
出
・
生
産
体
制
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
「
経
済
・
雇

用
対
策
の
推
進
」

・
自
然
災
害
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
危
機
事
象
を
迎
え
撃
ち
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
「
安
全
・
安
心
対
策

の
推
進
」

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す

る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
本
県
が
誇
る
文
化
の
発
信
、
移

住
交
流
の
促
進
な
ど
を
進
め
る
「
大
胆
素
敵
と
く
し
ま
の

実
現
」

の
三
つ
の
柱
に
よ
り
、
積
極
的
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
皆
様
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
治
山
林
道
事
業
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
生
活
環

境
の
保
全
や
活
性
化
に
直
結
す
る
公
共
事
業
で
あ
り
、
本
県

経
済
を
支
え
る
「
社
会
基
盤
の
整
備
」
は
も
と
よ
り
、
迫
り

来
る
あ
ら
ゆ
る
大
規
模
災
害
の
脅
威
を
迎
え
撃
つ
「
県
土
強

靱
化
」、
ひ
い
て
は
「
地
方
創
生
の
実
現
」
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
議
会
で
頂
戴
し
た
御
要
望
も
踏
ま
え
、
国

の
補
正
予
算
も
積
極
的
に
獲
得
し
た
「『
県
土
強
靱
化
』
加

速
化
予
算
」
と
し
て
、
前
年
度
を
上
回
る
規
模
で
計
上
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域
の
諸
課
題
に
き

め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
く
「
県
単
維
持
補
修
費
」
に
つ
き

ま
し
て
も
、
昨
年
度
を
大
き
く
上
回
る
過
去
最
大
の
規
模
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
予
算
を
、
地
方
創
生
の
成
果
と
し
て
実
感
で
き
る
も

の
と
す
る
べ
く
、
徹
底
し
た
「
県
民
目
線
・
現
場
主
義
」
の

も
と
、
市
町
村
や
地
域
住
民
の
皆
様
と
十
分
に
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
推

進
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
災
害
防
止
を
は
じ
め
多

様
な
機
能
を
有
す
る
森
林
の
維
持
保
全
を
図
る
財
源
と
し

て
、
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
「
森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）」

が
地
方
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
財
源
を

活
用
し
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
市

町
村
と
連
携
し
て
、
そ
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

一
連
の
取
組
み
に
つ
き
、
皆
様
方
か
ら
の
よ
り
一
層
の
御

支
援
と
御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の
御
発

展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就

任

挨

拶

就

任

挨

拶

農
林
水
産
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
　
合
　
規
　
史
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春
暖
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
御
清
祥
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

こ
の
た
び
四
月
一
日
の
定
期
異
動
に
よ
り
ま
し
て
、
農
林

水
産
基
盤
整
備
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

  

農
林
水
産
基
盤
整
備
局
は
、
農
地
・
農
業
用
水
や
森
林
、

漁
港
な
ど
生
産
基
盤
の
強
化
を
通
じ
て
県
土
の
強
靱
化
と
本

県
農
林
水
産
業
の
成
長
を
支
え
る
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。
公

共
事
業
で
あ
る
治
山
林
道
事
業
の
推
進
に
よ
り
本
県
中
山
間

地
域
の
振
興
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
は
線
状
降
水
帯
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
九
州
北

部
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
ほ
か
、
つ
い
先
日
は
大
分
県

で
大
き
な
山
崩
れ
が
発
生
す
る
な
ど
、
全
国
各
地
で
予
測
が

困
難
な
自
然
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
、
平
成

十
六
年
の
台
風
十
号
が
も
た
ら
し
た
豪
雨
に
よ
り
那
賀
町
の

阿
津
江
地
区
で
大
規
模
な
地
す
べ
り
災
害
が
発
生
し
、
今
な

徳
島
県
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長
　
　

板
　
東
　
克
　
典
　

お
復
旧
に
向
け
た
治
山
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

  

県
土
の
七
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
森
林
が
占
め
、
起
伏
の
激

し
い
本
県
に
お
い
て
は
、
森
林
に
起
因
す
る
自
然
災
害
が
い

つ
起
こ
る
と
も
知
れ
な
い
た
め
、
県
で
は
職
員
や
専
門
知
識

を
有
す
る
「
山
地
防
災
ヘ
ル
パ
ー
」
が
危
険
箇
所
の
点
検
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
う
と
と
も
に
、
治
山
施
設
の
設
置
や
保
安
林

の
機
能
を
高
め
る
森
林
整
備
な
ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
九
州
北
部
豪
雨
被
災
地
に
治
山
分
野
の
専
門
職
員

を
派
遣
し
て
復
興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
本
県
で
の
万
一

の
発
災
に
備
え
た
知
見
の
収
集
に
努
め
て
お
り
、
得
ら
れ
た

知
見
を
も
と
に
、流
木
に
よ
る
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
、

そ
の
除
去
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  
一
方
、
県
で
は
、
豊
富
で
成
熟
し
た
森
林
資
源
を
活
か
し

た
「
地
方
創
生
」
の
実
現
に
向
け
、「
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
で
あ
る
木
材
の
生
産
性
向
上
と
生
産

量
増
大
を
図
る
た
め
に
は
、
基
盤
と
な
る
林
内
路
網
の
整
備

が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
形
や
森
林
施
業
の
形
態
に
応
じ
た
路

網
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な
整
備
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

  

特
に
、
路
網
整
備
の
基
幹
と
な
る
林
道
は
、
発
災
時
に
お

い
て
は
集
落
の
孤
立
化
を
防
ぐ
命
の
道
と
も
な
る
こ
と
か

ら
、
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
剣
山
ス
ー
パ
ー

林
道
」
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
町
道
剣
山
線
を
は
じ
め
と

す
る
多
彩
な
林
道
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
べ
く
、
地
元

市
町
村
と
連
携
し
て
情
報
発
信
サ
イ
ト
「
と
く
し
ま
林
道
Ｎ

ａ
ｖ
ｉ
」
を
開
設
し
、
林
道
を
核
と
し
た
地
域
の
魅
力
発
信

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

  

今
後
と
も
、「
県
民
目
線
・
現
場
主
義
」
を
徹
底
し
、
市

町
村
や
地
域
住
民
の
皆
様
と
の
十
分
な
連
携
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
治
山
林
道
事
業
を
進

め
、
足
腰
の
強
い
農
林
水
産
基
盤
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
御

支
援
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

  

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
益
々
の

御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

就
任
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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治
山
林
道
事
業
に
関
し
て

知
事
へ
の
要
望

治
山
林
道
事
業
に
関
し
て

知
事
へ
の
要
望

　

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
飯
泉
嘉
門
徳
島
県
知
事

に
対
し
「
治
山
林
道
事
業
に
関
す
る
要
望
」
を
、
山
口
会
長

は
じ
め
役
員
十
一
名
で
行
い
ま
し
た
。
要
望
の
主
な
内
容
は

治
山
・
林
道
事
業
の
平
成
三
十
年
度
予
算
の
拡
充
・
確
保
、

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
と
林
道
等
路
網
整
備
の
推
進
、

地
震
や
豪
雨
等
の
災
害
に
備
え
た
総
合
的
な
治
山
対
策
で
あ

る
緑
の
国
土
強
靭
化
の
推
進
、
新
た
な
森
林
環
境
税
に
よ
る

森
林
整
備
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

知
事
か
ら
は
、

・
林
業
の
成
長
産
業
化
、
森
林
吸
収
源
対
策
等
の
取
り
組
の

推
進

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
災
害
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対

策
の
実
施

・
こ
れ
か
ら
の
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の
取
り

組
み

　

以
上
の
事
柄
等
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
治
山
林
道

事
業
予
算
の
確
保
に
努
め
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

詳
細
内
容
の
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。
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　治
山
林
道
事
業
に

関
す
る
要
望
書
　

　
平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本

会
の
活
動
に
格
別
の
御
配
慮
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
森
林
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
水
源

の
涵か
ん

養よ
う

、
山
地
災
害
の
防
止
等
の
多
面
的
機
能

を
有
し
、
私
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
育
む
な

ど
、
国
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
未
だ
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
る
林

業
従
事
者
の
不
足
、
間
伐
等
の
遅
れ
に
よ
る
森

林
荒
廃
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後

の
適
切
な
維
持
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
に
疲
弊
し
て
い
る
山
村
経
済
を
活

性
化
し
地
方
創
生
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
合
意
を
受
け
、
林
業
の
成
長

産
業
化
と
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に

向
け
た
幹
線
林
道
の
整
備
や
間
伐
・
再
造
林
の

取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
九
州
、
鳥
取
に
お
い
て
活
断

層
地
震
に
よ
り
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
て
お

り
、
今
年
も
九
州
北
部
に
お
い
て
、
梅
雨
前
線

に
よ
る
集
中
豪
雨
が
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、「
局
地
的
な
集
中
豪

雨
や
台
風
」
に
伴
う
大
規
模
な
山
地
災
害
や
近

い
将
来
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
「
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
」
や
「
活
断
層
帯
地
震
」
に
備
え
る
等

の
山
地
防
災
力
の
強
化
に
対
す
る
国
民
の
意
識

は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
土
砂
災
害

等
に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や

路
網
整
備
に
よ
る
避
難
路
対
策
な
ど
、「
緑
の

国
土
強
靱
化
」
に
資
す
る
治
山
林
道
事
業
の
円

滑
な
遂
行
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
財
政
事
情
が
非
常
に

厳
し
い
中
と
は
存
じ
ま
す
が
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
特
段
の
御
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
県
産
材
の
安
定
供
給
体
制
構
築
に
よ
る
「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
の
実
現
や
森
林
吸
収
源

確
保
の
た
め
の
森
林
施
業
や
林
道
等
路
網
整

備
の
推
進

○
南
海
ト
ラ
フ
、
中
央
構
造
線
断
層
帯
の
地
震

や
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
に
備
え
た
事
前
防

災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充
実
と
強
化

に
向
け
た
総
合
的
な
治
山
対
策
「
緑
の
国
土

強
靭
化
」
の
推
進

○
森
林
吸
収
源
対
策
を
進
め
る
森
林
環
境
税

（
仮
称
）
に
よ
る
森
林
整
備
の
推
進

　　　
平
成
二
十
九
年
十
二
月

　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
　会
長
　
　
　

山
　
口
　
俊
　
一
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平
成
30
年
度
の
徳
島
県
の
入
札
・
契
約
制
度
の
改
正
に
つ

い
て
、
治
山
林
道
工
事
に
関
係
す
る
事
項
の
概
要
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
景
気
は
回
復
基
調
に
あ
り
、
建
設
市
場
の
動
向

も
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
地
方
で
は
過
疎
化
の
進
行

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
建
設
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

に
よ
る
「
担
い
手
不
足
」
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、「
若
者
の

建
設
業
離
れ
」
や
「
働
き
手
の
高
齢
化
」
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
地
域
経
済
や
防
災
の
中
核
を
担
う
建
設
産
業

が
そ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
適
正
な
企
業

評
価
」
に
よ
る
健
全
な
企
業
育
成
は
も
と
よ
り
、「
働
き
や

す
い
就
労
環
境
の
構
築
」
や
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
最
新
技

術
を
活
用
し
た
「
ス
マ
ー
ト
な
建
設
産
業
の
実
現
」
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
30
年
度
の
入
札
・
契
約
制
度
改
正
で
は
、

　
◦
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設
企
業
の
健
全
な
発
展
を
目
指

し
て

　
　
建
設
企
業
の
適
正
な
評
価

◦
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て

　
　
建
設
産
業
の
働
き
方
改
革

　
　
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上

◦
地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
促
進
を
目
指
し
て

　
　

 

企
業
の
立
場
に
立
っ
た
執
行

◦
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減

　
な
ど
の
視
点
か
ら
、
地
域
の
守
り
手
で
あ
る
地
域
の
建
設
企

業
が
持
続
的
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
所
要
の
制
度
設
計

及
び
運
用
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
札
・
契
約
制
度
改
正
は
、
平
成
30
年
５
月
１
日

以
降
に
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
を
行
う
案
件
か
ら
適
用
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

１
．地
域
の
守
り
手
で
あ
る
建
設
企
業
の
健
全
な

　
　

発
展
を
目
指
し
て

【
建
設
企
業
の
適
正
な
評
価
】

1 
解
体
工
事
に
か
か
る
入
札
制
度
の
見
直
し

⑴
「
解
体
工
事
」
に
か
か
る
、
入
札
制
度
の
見
直
し
を
実
施

す
る
。

2 
建
築
・
設
備
工
事
の
評
価
項
目
の
見
直
し

　

 （
総
合
評
価
落
札
方
式
）

⑵
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
観
点
か
ら
、
建
築
・
設
備
工
事

の
評
価
項
目
を
見
直
す
。

3
「
地
域
貢
献
度
」
評
価
の
見
直
し
（
総
合
評
価
落
札
方
式
）

⑶
評
価
項
目
の
多
い
「
地
域
貢
献
度
」
評
価
に
お
い
て
、
企

業
の
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
評
価
項
目
を
次
の
と
お
り
見

直
す
。

　

①
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
等
」
評
価
を
平
成
31
年

度
か
ら
廃
止
す
る
。

　
　

※
格
付
け
に
お
い
て
引
き
続
き
評
価
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績
等�

５
点

　

②
「
災
害
時
支
援
協
定
等
」
評
価
の
「
災
害
時
等
の
緊
急

要
請
活
動
の
実
績
」
項
目
を
平
成
31
年
度
か
ら
廃
止
す

る
。

　
　

※
平
成
31
年
度
以
降
は
防
災
協
定
の
み
評
価
、
活
動
実

績
は
格
付
け
で
引
き
続
き
評
価

　
　
　
　

現
行　

防
災
協
定
の
締
結
又
は
活
動
実
績�

５
点

　

③
「
災
害
時
の
支
援
活
動
（
県
外
で
発
生
し
た
大
規
模
災

害
時
の
支
援
活
動
の
実
績
）」
評
価
を
平
成
31
年
度
か

ら
廃
止
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

相
互
支
援
協
定
に
基
づ
く
支
援
活
動
又
は

被
災
自
治
体
等
の
要
請
に
基
づ
く
支
援
活

動�

２
点

　
　

※
平
成
31
年
度
格
付
け
か
ら
新
た
に
評
価
す
る
。

　
　
　
［
５
点
／
回
］
過
去
２
年
（
暦
年
）
評
価

　

④
地
元
雇
用
「
地
元
従
業
員
の
雇
用
率
」
評
価
を
平
成
30

年
度
か
ら
廃
止
す
る
。

　
　
　

現
行　

地
元
雇
用
「
地
元
従
業
員
の
雇
用
率
」�

５
点

4 
低
入
札
工
事
に
対
す
る
減
点
措
置
の
見
直
し

　

 （
総
合
評
価
落
札
方
式
）

⑷
低
入
札
工
事
の
減
点
措
置
対
象
を「
徳
島
県
発
注
工
事（
全

部
局
共
通
）」
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、「
同
一
の
建
設
工

事
の
種
類
」
に
限
定
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

各
部
局
毎
（
県
土
整
備
部
、農
林
水
産
部
）

の
発
注
工
事

5 
優
良
下
請
工
事
表
彰
の
対
象
企
業
の
拡
大

⑸
表
彰
対
象
の
企
業
要
件
を
土
木
一
式
工
事
及
び
建
築
一
式

工
事
の
格
付
け
が
「
Ｂ
級
以
下
の
も
の
」
に
拡
充
す
る
。

　

※
優
良
下
請
工
事
表
彰　

部
長
賞　

１
者
程
度

　
　
　
　

現
行　

Ｃ
級
以
下
の
も
の

２
．担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
目
指
し
て

【
建
設
企
業
の
働
き
方
改
革
】

1 
建
設
現
場
の
「
週
休
二
日
の
確
保
」
に
向
け
た
取
組
み

の
拡
大

⑴
建
設
現
場
の
週
休
２
日
の
確
保
や
施
工
時
期
の
平
準
化
を

推
進
す
る
た
め
、
余
裕
の
あ
る
工
期
設
定
や
週
休
２
日
仕

様
の
モ
デ
ル
工
事
を
拡
大
す
る
。

　

①
「
余
裕
の
あ
る
契
約
工
期
」
を
設
定
す
る
。

　

・
土
木
工
事
に
お
け
る
「
準
備
期
間
」「
後
片
付
け
期
間
」

「
実
作
業
期
間
」
を
見
直
す
。

　
　

※
準
備
期
間
を
工
種
毎
に
見
直
す
。

　
　
　

道
路
改
良
工
事
40
日
、
河
川
工
事
40
日
、
舗
装
工
事

50
日
、
砂
防
地
す
べ
り
工
事
30
日
等

　
　
　
　

現
行　

準
備
期
間　

20
日

　
　

※
後
片
付
け
期
間
は
20
日
と
す
る
（
最
低
日
数
）

　
　
　
　

現
行　

後
片
付
け
期
間　

５
日

　
　

※
実
作
業
時
間
は
従
来
の
実
作
業
日
数
を
８
／
７
（
週

平
成
30
年
度
　入札・契
約
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
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当
た
り
１
日
）
割
増
し
設
定

　

・
受
注
者
自
ら
が
工
期
内
で
工
事
着
手
日
や
工
期
末
日
を

自
由
に
選
択
で
き
る
「
工
事
着
手
日
選
択
工
事
」
を
拡

充
す
る
。

　
　

※
最
大
準
備
期
間
は
80
日
以
上
と
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

最
大
準
備
期
間　

60
日
以
上

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度　

試
行
件
数　

20
件

　

②
週
休
２
日
を
仕
様
と
す
る「
担
い
手
確
保
モ
デ
ル
工
事
」

を
拡
大
す
る
。

　

・「
発
注
者
指
定
型
」
に
加
え
、「
受
注
者
希
望
型
」
を
実

施
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

発
注
者
指
定
型
で
実
施

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度　

試
行
件
数　

15
件

　
　

※
発
注
者
指
定
型
及
び
維
持
工
事
、
工
期
等
に
制
約
が

あ
る
工
事
を
除
く
「
全
て
の
工
事
」
で
実
施

　
　

※
５
月
１
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
か
ら
適

用
予
定

　

 

・
週
休
２
日
に
取
り
組
む
際
の
必
要
経
費
を
計
上
す
る
。

　
　
　
　

現
行　

経
費
の
補
正
無
し　

　
　

※
週
休
２
日
等
の
現
場
閉
所
の
状
況
に
応
じ
て
、「
労

務
費
、
機
械
経
費
（
賃
料
）、
共
通
仮
設
費
、
現
場

管
理
費
」
の
補
正
を
実
施

　
　

※
発
注
者
指
定
型
：
当
初
設
計
で
補
正

　
　
　

受
注
者
希
望
型
：
設
計
変
更
で
補
正

　
　

※
５
月
１
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
か
ら
適

用
予
定

2 
委
託
業
務
で
の
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
」
の
拡
大

⑵
①
「
全
て
の
設
計
業
務
」（
災
害
関
連
業
務
除
く
）
に
お

い
て
「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
」
を
実
施
す
る
。

　
　

※
「
ウ
ェ
ン
ズ
デ
ー
・
ホ
ー
ム
」
の
実
施
、「
マ
ン
デ
ー
・

ノ
ー
ピ
リ
オ
ド
」
又
は
「
フ
ラ
イ
デ
ー
・
ノ
ー
リ
ク

エ
ス
ト
」
を
受
発
注
者
間
の
共
有
目
標
に
設
定

　
　
　
　

現
行　

平
成
29
年
度　

試
行
件
数　

16
件

　

②
「
測
量
・
地
質
調
査
業
務
」（
災
害
関
連
業
務
除
く
）

の
一
部
に
お
い
て
、「
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
ス
タ
ン
ス
」
を

試
行
す
る
。

　
　

※
測
量
・
地
質
調
査
業
務
は
外
業
が
主
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
目
標
選
択
型
」
で
試
行

3 
仮
設
ト
イ
レ
洋
式
化
の
拡
大
（
快
適
ト
イ
レ
の
拡
大
）

⑶
快
適
ト
イ
レ
の
設
置
対
象
工
事
を
簡
易
型
Ａ
以
上
（
設
計

金
額
１
億
円
以
上
）
も
対
象
と
す
る
。

　
　

※
仮
設
ト
イ
レ
洋
式
化
は
引
き
続
き
設
計
金
額

　
　
　

１
、０
０
０
万
円
以
上
を
対
象
に
実
施

　
　
　
　

現
行　

主
任
技
術
者
等
が
女
性
の
場
合

4 
社
会
保
険
等
未
加
入
業
者
の
下
請
禁
止
の
拡
大

⑷
社
会
保
険
等
未
加
入
業
者
と
の
下
請
契
約
禁
止
を
「
二
次

下
請
以
下
」
に
拡
大
す
る
。

　
　

※
平
成
31
年
５
月
31
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入
札
公

告
か
ら
適
用
予
定

　
　
　
　

現
行　

社
会
保
険
等
未
加
入
業
者
と
の
一
次
下
請

契
約
禁
止

【
建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
】

1 
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
の
生
産
性
向
上

⑴
①
土
木
工
事
に
お
け
る
一
般
的
な
現
場
打
ち
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
の
「
ス
ラ
ン
プ
値
」
は
12
㎝
を
標
準
と

す
る
。

　
　

※
７
月
１
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
か
ら
適

用

　
　
　
　

現
行　

ス
ラ
ン
プ
値
８
㎝

　

②
鉄
筋
組
立
て
作
業
に
お
い
て
省
力
化
・
効
率
化
が
図
れ

る
「
機
械
式
鉄
筋
定
着
工
法
」
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
設
計
業
務
や
土
木
工
事
で
積
極
的
に
採
用
す

る
。

　
　

※
７
月
１
日
以
降
の
指
名
通
知
又
は
入
札
公
告
か
ら
適

用

2 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
推
進

⑵
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
「
舗
装
工
事
」
に
も
適
用
を
拡
大
す

る
。

　
　

※
平
成
30
年
２
月
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
工
の
試
行
要
領
」

策
定

　
　
　
　

現
行　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
を「
受
注
者
希
望
型
」で
実
施

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
度　

実
施
件
数　

10
件

3 
現
場
管
理
等
の
効
率
化
の
推
進

⑶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
を
試
行
活
用
し
、
工
事
施

工
中
の
受
発
注
者
の
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

３
．地
域
の
活
性
化
や
雇
用
の
促
進
を
目
指
し
て

【
企
業
の
立
場
に
立
っ
た
執
行
】

1 
工
事
関
係
書
類
の
簡
素
化
等

⑴
①
契
約
後
30
日
以
内
（
工
事
着
手
前
）
と
し
て
い
る
「
施

工
計
画
書
の
提
出
期
限
」
を
柔
軟
に
運
用
す
る
。

　
　

※
当
初
未
確
定
部
分
は
詳
細
確
定
段
階
で
作
成
し
、
適

時
追
加
提
出

　
　
　
　

現
行　

工
事
着
手
前
（
30
日
以
内
）
に
提
出

　

②
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用
に
関
す
る
提
出
書
類
を
削
減

す
る
。

　
　

※
「
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
」
合
格
工

場
選
定
に
よ
る
品
質
証
明

2 
地
質
技
術
者
を
加
え
た
「
三
者
会
議
」
の
実
施

⑵
地
質
の
不
確
実
性
が
高
い
現
場
等
に
お
い
て
、
当
該
工
事

で
調
査
を
行
っ
た
「
地
質
技
術
者
」
を
三
者
会
議
に
参
画

さ
せ
る
。

　
　
　
　

現
行　

発
注
者
、
受
注
者
（
元
請
）、
専
門
工
事

業
者
（
下
請
）、
設
計
者

3 
土
木
設
計
業
務
等
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
・

運
用

⑶
設
計
等
業
務
の
設
計
変
更
に
か
か
る
手
続
き
や
ル
ー
ル
を

明
確
に
し
た
「
土
木
設
計
業
務
等
設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
・
運
用
す
る
。

　
　

※
測
量
業
務
、
地
質
調
査
業
務
、
土
木
設
計
業
務
及
び

調
査
・
計
画
業
務
等
に
適
用

4 
入
札
情
報
及
び
見
積
参
考
資
料
、
工
事
単
価
表
の
充
実

⑷
①
指
名
競
争
入
札
の
入
札
情
報
に
「
工
事
概
要
」
を
記
載

す
る
。

　
　
　
　

現
行　

一
般
競
争
入
札
（
事
後
審
査
方
式
）
は
入

札
公
告
に
記
載

　

②
共
通
仮
設
費
の
技
術
管
理
費
「
積
上
げ
項
目
」
に
つ
い

て
、
見
積
参
考
資
料
の
充
実
に
努
め
る
。

　
　

※
共
通
仮
設
費
率
に
含
ま
れ
な
い
土
質
等
試
験
の
積
上

げ
項
目
の
規
格
仕
様
等
の
明
確
化
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③
工
事
単
価
表
に
「
骨
材
小
型
車
運
搬
割
増
し
単
価
（
４

ｔ
以
下
）」
を
追
加
す
る
。

　
　

※
平
成
30
年
10
月
か
ら
工
事
単
価
表
に
追
加
記
載

４
．建
設
産
業
へ
の
支
援

【
県
内
企
業
の
活
用
推
進
と
負
担
軽
減
】

1 
県
内
企
業
の
活
用
推
進

⑴
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
等

を
推
進
す
る
。

　

①
県
内
企
業
発
注
率（
件
数
・
金
額
）90
％
以
上
を
目
指
す
。

　

②
県
内
資
材
の
原
則
使
用
を
推
進
す
る
。

　

③
河
川
産
出
物
の
建
設
資
材
と
し
て
の
活
用
等
、
県
内
算

出
の
原
材
料
及
び
技
術
の
優
先
使
用
を
推
進
す
る
。

2 
講
習
会
の
実
施
等
に
よ
る
支
援

⑵
平
成
30
年
度
も
引
き
続
き
、
講
習
会
の
実
施
等
に
よ
り
建

設
企
業
を
支
援
す
る
。

　

①
入
札
等
支
援

　
・
入
札
参
加
に
必
要
な
見
積
も
り
・
総
合
評
価
落
札
方
式
・

施
工
体
制
等
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の

講
習
会
を
実
施
す
る
。

　

②
電
子
化
支
援

　

・
電
子
納
品
に
関
す
る
個
別
相
談
会
等
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
習
熟
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
推
進
す

る
。

　

・
市
町
村
と
の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
共
同
利
用
の
拡
大

を
図
る
。

　

③ 

建
設
業
支
援

　

・
建
設
企
業
が
現
場
代
理
人
等
を
適
切
か
つ
効
果
的
に
配

置
で
き
る
よ
う
「
現
場
代
理
人
及
び
主
任
技
術
者
等
設

置
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
周
知
を
図
る
。

　

・
建
設
業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
支
援
及
び
認
定
企
業
に
対
す
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

　

・
建
設
企
業
の
負
担
軽
減
と
県
及
び
市
町
村
の
事
務
の
合

理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
、
申
請
窓
口
の
県
へ
の
一

元
化
や
申
請
書
類
の
共
有
化
を
実
施
す
る
。

◎
農
林
水
産
部

　

部
長

　
　

川　

合　

規　

史

　
　
　
《
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
長
》

◎
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局

　

局
長

　
　

板　

東　

克　

典

　
　
　
《
保
健
福
祉
部
付
》

◎
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課

　

副
課
長

　
　

安　

丸　

浩　

志

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

課
長
補
佐（
リ
ー
ダ
ー
）（
林
地
保
全
担
当
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

秋　

田　

哲　

也

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

永　

本　

吉　

宏

　
　
　
《
環
境
首
都
課　

係
長
（
自
然
環
境
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

永　

田　

弥　

生

　
　
　
《
農
山
漁
村
振
興
課　

主
事
（
中
山
間
対
策
担
当
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

蓮　

田　

和　

也

　
　
　
《
新
採
》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉

　

課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

枝　

川　

義　

武

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

松　

下　

俊　

郎

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
美
波
〉課
長
補
佐（
林
務
担
当
）》

　

主
任
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

山　

部　

隆　

雄

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
任
（
林
業
振
興
担
当
）》

　

主
任
主
事
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

森　
　
　

千　

種

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉主
事（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

◎
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉

　

主
査
兼
係
長
（
林
務
担
当
）

　
　

宮　

本　

真　

二

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
馬
〉

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

大
佐
古　

弘　

美

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

瀬　

高　

哲　

郎

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉主
査
兼
係
長（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

黒　

川　

啓　

司

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
馬
〉主
任（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

◎
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉

　

課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

國　

見　

賢　

治

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
那
賀
〉課
長（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）》

　

課
長
補
佐
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

井　

川　

俊　

昌

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局
〈
吉
野
川
〉
課
長
補
佐
（
林
務
担
当
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

面　

田　

耕　

市

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉主
任（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

主
事
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

大　

串　

允　

巳

　
　
　
《
新
採
》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
美
波
〉

　

課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）（
林
務
担
当
）

　
　

島　

村　

雄　

三

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
美
波
〉課
長
補
佐（
リ
ー
ダ
ー
）（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
担
当
）》

　

係
長
（
林
務
担
当
）

　
　

久　

積　

崇　

広

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉係
長（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
）》

　

主
事
（
林
務
担
当
）

　
　

坂　

前　

奈
緒
也

　
　
　
《
新
採
》

◎
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
那
賀
〉

　

課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）

　
　

岩　

切　

浩　

一

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉課
長
補
佐（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

山　

西　

昭　

広

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉係
長（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

馬　

場　

哲　

之

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）

　
　

野　

尻　
　
　

徹

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
那
賀
〉主
任（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

　

主
任
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）

　
　

野　

村　

尚　

子

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
県
土
整
備
部〈
阿
南
〉主
任（
企
画
担
当
）》

◎
治
山
・
林
道
関
係
以
外
に
転
出
さ
れ
た
方
々

　

商
工
労
働
観
光
部
付
（
徳
島
商
工
会
議
所
派
遣
）

　
　

小　

笠　

恭　

彦

　
　
　
《
農
林
水
産
部　

部
長
》

　

西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部
〈
三
好
〉
副
部
長

　
　

田　

中　

勝　

也

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

副
課
長
》

　
南
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
美
波
〉主
査
兼
係
長（
新
次
元
林
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
担
当
）

　
　

溝　

俣　

和　

哉

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

主
査
兼
係
長
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
主
任
（
農
村
整
備
第
二
担
当
）

　
　

脇　

田　

大　

輔

　
　
　
《
森
林
整
備
課　

主
任
（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

東
部
農
林
水
産
局
〈
徳
島
〉
課
長
（
リ
ー
ダ
ー
）（
林
業
振
興
担
当
）

　
　

山　

根　
　
　

誠

　
　
　
《
東
部
農
林
水
産
局〈
徳
島
〉課
長（
リ
ー
ダ
ー
）（
森
林
整
備
担
当
）》

　

西
部
総
合
県
民
局
企
画
振
興
部〈
美
馬
〉係
長（
に
し
阿
波
振
興
担
当
）

　
　

酒　

本　

祐　

樹

　
　
　
《
西
部
総
合
県
民
局
農
林
水
産
部〈
三
好
〉係
長（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

福
岡
県
派
遣

　
　

村　

浪　

彰　

英

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
那
賀
〉係
長（
森
林
整
備
担
当
）（
林
道
）》

　

南
部
総
合
県
民
局
保
健
福
祉
環
境
部
〈
阿
南
〉
主
任
（
環
境
担
当
）

　
　

溝　

口　
　
　

靖

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
那
賀
〉主
任（
森
林
整
備
担
当
）（
治
山
）》

◎
退
職
さ
れ
た
方
々

　
　

相　

原　

一　

弘

　
　
　
《
農
林
水
産
部
付
（
徳
島
森
林
づ
く
り
推
進
機
構
派
遣
）》

　
　

百　

歩　

隆　

年

　
　
　
《
南
部
総
合
県
民
局
産
業
交
流
部〈
美
波
〉課
長（
林
務
担
当
）》

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
治
山
・
林
道
関

係
で
、
次
の
方
が
新
し
い
職
場
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

《
　
》
内
は
旧
職
・
敬
称
略

県
人
事
異
動
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●
最
優
秀
賞　
一
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
二
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
優
秀
賞　
三
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
一
万
円
相
当
の
商
品
券
）

●
佳　
　
作　
五
点

　

賞
状
及
び
副
賞
（
五
千
円
相
当
の
商
品
券
）

●
写
真
内
容

　
　

治
山
林
道
工
事
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
構
造

物
と
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
た
風
景
。

　
　

又
は
森
林
の
果
た
す
役
割
、
森
林
と
人
間

と
の
か
か
わ
り
、
森
林
と
水
辺
の
景
観
な
ど

の
写
真
。

　

京
都
議
定
書
で
、
日
本
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標

率
の
大
部
分
を
森
林
が
担
っ
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
、
又
は
通
学
、
勤
務

す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
の
方
。

●
応
募
規
定

▪
撮
影
場
所

　

県
内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

▪
作
品
の
規
格

　

カ
ラ
ー
及
び
モ
ノ
ク
ロ
の
キ
ャ
ビ
ネ
判

（
一
二
・
七
㎝
×
一
七
・
八
㎝
）
で
プ
リ
ン
ト

し
て
、
ネ
ガ
を
添
付
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
場
合
も
上
記
の
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
し

て
、
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
も
し
く
は
Ｆ

Ｄ
に
保
存
し
て
添
付
す
る
。
ま
た
、
作
品
ご

と
に
応
募
票
（
自
作
可
）
を
貼
り
付
け
て
下

さ
い
。

▪
応
募
作
品
は
未
発
表
に
限
り
ま
す
。応
募
作

品
の
数
は
問
い
ま
せ
ん
。応
募
作
品
の
返
却

は
致
し
ま
せ
ん
。

▪
入
賞
作
品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

●
そ
の
他

▪
入
賞
通
知

　

平
成
三
十
年
六
月

　

入
賞
者
に
直
接
通
知
す
る
ほ
か
、「
治
山
林

道
協
会
報
」
に
発
表
し
ま
す
。

▪
審
査

　

主
催
者
が
委
嘱
す
る
審
査
員

　

〒
七
七
〇

－

〇
九
三
九

　

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一
丁
目
二
十
九
番
地

　

徳
島
県
森
林
協
会
内
（
二
階
）

　

徳
島
県
治
山
林
道
協
会

　
　
　
　「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
八
八

－

六
五
三

－

三
三
一
五

◆
治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル・表
彰

【
締
め
切
り
】平
成
30
年
５
月
31
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

治
山
林
道
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

第34回

　

全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
森
林
土
木
事
業
の
労
働
安
全
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
森
林
土
木
事
業
を
広
く
普
及
啓
発

す
る
た
め
に
、安
全
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

提
出
様
式
は
自
由
と
し
ま
す
。

　
◦
何
の
音
?!
　
い
つ
も
と
ち
が
う
　
山
の
こ
え

◦
山
の
木
が
　
命
た
す
け
る
　
宝
も
の

　　

選
考
審
査
に
よ
り
、最
優
秀
賞
一
点（
副
賞
）、

優
秀
賞
四
点
（
副
賞
）
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

応
募
締
め
切
り
・
提
出
方
法
は
、
八
月
中
に

徳
島
県
治
山
林
道
協
会
に
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

備 忘 録備 忘 録

　今年は例年になく桜の開花が早く、新しい年度を迎える
頃には満開となりました。さて新年度の徳島県治山林道公
共予算は、昨年に引き続き 100％越えとなりました。昨年
度末の補正で予算を確保し、さらに新年度予算が上積みさ
れました。これも常々会長自らが先頭となり頑張ってきた
結果だと思っております。これからも予算獲得に向け、気
を引き締めて取り組んで参りたいと思いますので、ご協力
の程よろしくお願い申し上げます。

１月
　25日　全国治山林道協会長会議（東京都）
　25日　日本林業再生研究会、民有林振興会通常総会（東京都）
　26日　平成29年度常勤役員、事務局長等会議（東京都）

２月
　 1 日　平成30年度林道事業  国予算要望（東京都）
　15日　平成30年度治山事業  国予算要望（東京都）

本協会の主な動向（１月〜 2月）

参
考
例

◆
作
品
・
送
り
先

全
国
森
林
土
木

建
設
業
協
会
・

安
全
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の

募
集
に
つ
い
て

全
国
森
林
土
木

建
設
業
協
会
・

安
全
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の

募
集
に
つ
い
て

平成30年度

■場所
　徳島県建設センター
　（徳島市富田浜二丁目）

■日時
　平成30年 7月 9日（月） 
　３時30分～

第60回　徳島県
治山林道協会通常総会
第60回　徳島県
治山林道協会通常総会

◆
写
真
テ
ー
マ
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